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京大広報

京都大学創立百周年を迎えて
一記念行事を中心にー

総長井村裕夫

京都大学の創立百周年を祝う記念行事の時期が，

いよいよやって参りました。平成元年より計画され，

様々な曲折を経ながらも多くの人々の努力によって

進められてきた百周年記念事業が，クライマックス

を迎えることとなりました。京都大学の創立記念日

は，明治30(1897）年京都帝国大学設置の法令が公

布された日に因んで， 6月18日と定められています。

しかしこの時期は梅雨の季節で天候に恵まれないこ

とが多いのと，明治30年の開学式も秋に行われてい

ることもあって， 11月の初旬を中心に一連の行事を

行うこととなりました。

平成 9年11月2日には百周年記念式典と記念祝賀

会，その前日の11月1日には記念音楽会，さらに翌

日の11月3日には記念特別講演会と記念シンポジウ

ムが行われます。記念音楽会では，新進の作曲家藤
ひかり

家j美子さんに委嘱して作曲して頂いた「輝を垂れて
てら

千春を映さんとすJという記念曲が京都市交響楽団

によって演奏されます。曲の題名は李白の詩から採

られたもので，京都大学における学問の業績が千年

後までも輝くようにという意味がこめられている

と，私は理解しています。

記念特別講演会並びにシンポジウムのメーンテー

マは，「20世紀から新世紀へJと決められました。

京都大学百年の歴史とほぼ重なり合っている20世紀

は， 一方では戦争の惨禍とイデオロギーの対立によ

る悲劇を生んだ世紀であり，他方では科学技術の著

しい進歩によって人間に至便な生活と長寿がもたら

された明暗交錯する世紀であります。この20世紀を

振り返り，新しい世紀の知のあり方と大学の果たす

べき役割を展望することが，講演会及びシンポジウ

ムの目的でありましょう 。

例年行われている公開講座と春秋講義では，本年

はテーマを一つにして「知の最前線はいま一日本の

文化と国土 」と致しました。第 l回の公開講座は

10月18日に，多数の市民の参加を得てシルクホール

で開催されました。このほか記念地域講演会を，名

古屋，大阪，東京で順次開催することになりました。

10月4日には名古屋講演会がすべての記念行事の ト

ップを切って，多数の卒業生の参加のもと盛大に行
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われました。

いま一つの重要な行事として，記念展覧会が総合

博物館と附属図書館をメーン会場とし，多くのサテ

ライト会場と関連しながら， 10月28日から11月24日

までの期間に行われます。テーマとしては，「知的

生産の伝統と未来Jが選ばれました。京都大学百年

の歴史の中で，多くの先人による知的生産の軌跡、を

辿り，知の未来を考えることが企画の主旨でありま

す。大学関係者はもとより，市民の方々にも見て頂

いて，知と心の豊かさが求められる21世紀のあり方

を，人それぞれに考えてほしいと願っています。

この他京都大学百年史，全7巻の刊行が，いよい

よ始まることとなりました。また百年史写真集，百

年の歴史を紹介する小冊子も出版され，小冊子は全

構成員に配布される予定であります。岩波映画によ

り製作された記念映画も，ビデオとして販売されま

す。いずれも京都大学百年の歴史を刻んだ，貴重な

資料であります。

大学の歴史の連続性から考えれば，百周年も一つ

の通過点に過ぎないと言うこともできましょう 。し

かし百年は，「世紀Jという 言葉で呼ばれる重要な

時間をはかる単位であり，世紀の変わり目はしばし

ば大きい歴史の転換点になります。京都大学が第二

の世紀へ一歩を踏み出したいま，大学が大きい変革

の時期を迎えていることも，単なる偶然ではないか

も知れません。しかし変革を迫られているのは大学

のみではありません。20世紀後半，ひたすら物質的

な豊かさを求めて走り続けてきたわが国の社会シス

テムそのものが，行き詰まりを見せています。さら

に言えば過去 2' 3世紀にわたって世界を支配して

きた近代文明そのものが，重大な転換期を迎えてい

ます。いまほど，新しい知のあり方が切実に求めら

れているときはないと言ってよいかも知れません。

このような時代であればこそ，京都大学百周年と

いう峠道に立って，来し方を振り返り，新しい未踏

の峰への道に思いを致すことは，意味のあることと

言えましょう 。様々な記念事業が，たとえささやか

であっても考える場となってくれるのなら，大変幸

せであります。大学関係者の皆様とともに，百周年

を祝い，そして大学の第二の世紀について考えたい

と思います。
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〔大学の勤き 】

平成 9年度日本語・日本文化研修留学生の受入れ

昭和57年度から，本学では「日本語・日本文化研

修留学生制度J（『京大広報JNo.240 1982.10.1参

照）による留学生を受入れているが，平成 9年度は

11カ国から14名を留学生センターで受入れることに

なり， 10月14日 （火）留学生センターにおいて宮崎

留学生センター長はじめ関係教職員の出席のもとに

開講式が行われた。

また，平成8年度の留学生12名に対する修了式が

9月 5日 （金）留学生センターにおいて開催され，

修了証明書が授与された。

本年度の研修の概要は，次のとおりである。

。

平成8年度日本語・ 日本文化研修留学生修了式

日本語・日本文化研修留学生に対する教育課程，授業計画及び授業時間数

t・足又立 業 時 間 数

授 業 科 目 第一期 第二期

(10月～ 3月） ( 4月～9月）

〔I〕 時間 時間 時間

＂＜＇－じ1ト、 日本語 ・日本文化ゼミナール 30 30 60 
ぷロ〉、

① 日本事情（A) 32 26 58 
〔E〕 r7）…す る 概 説

(10) (10) 

日 （イ） 日本の法政に関する概説 (12) (12) 

（ウ）日本の経済に関する概説 (10) (10) 

本 （エ）各分野の諸問題 (26) (26) 

事 ② 日本事情 （B) 50 42 92 

(20) (22) (42) 

’｜育 （イ）日本文化・歴史（風土を含む） (30) (20) (50) 

計 82 68 150 

〔皿〕 ① 現代産業及び現代文化に関する 60 60 
特 参観・研修等

別 ② 伝統産業及び伝統文化に関する 60 60 

教
見学等

③ 特別講義 30 30 
＝同主

計 60 90 150 

〔W〕 ① 日本語概説 60 60 120 
日 ② 日本語強化コース 240 80 320 
本
三口五口 計 300 140 440 

よロ込 計 472 328 800 

（学生部）
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日B局の動吾 j 
放射性同位元素総合センター
教育訓練棟の竣工

年々増加する放射性同位元素 （RI) を扱う研究

者や学生にRIの安全取扱いに閲する正しい知識と

技術を習得できる場を提供するため，放射性同位元

素総合センターでは，かねてより設置計画を進めて

きた教育訓練棟 （地上3階地下 2階建l747m2）が

このほど完成し， 9月17日 （水）午前11時からテー

プカ ットの後，放射性同位元素総合センター教育訓

練棟講義室において井村裕夫総長はじめ学内外から

約130名の出席を得て竣工式を挙行した。

竣工式では，井村裕夫総長，中垣勲文部省大臣

官房文教施設部大阪工事事務所長，武部啓放射性

同位元素総合センター長及び黒川 征事務局長がテ

ープカットを行った。式典にはいり，武部啓セン

ター長の式辞，井村裕夫総長及び本庶 佑大学院医

学研究科長の祝辞に続き，安部矩敏施設部長の工事

概要報告があり，林 一夫文部省学術国際局学術情

報課長ほかからの祝電披露の後，工事関係者に感謝

状の贈呈を行った。式典に引き続いて建物の見学を

行い，京大会館において祝賀会を開催した。

祝賀会では，栗原紀夫前センタ一長 （京都大学名

誉教授）の挨拶，鈴木紀夫東京大学アイソトープ総

合センター長の祝辞のあと 清水柴初代センター
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長 （京都大学名誉教授）の発声で乾杯，引き続き織

原彦之丞東北大学サイクロトロン・ラジオアイソト

ープセンター長，古津巌大学院農学研究科長の祝

辞があり，学内外の関係者を交えて，和やかに歓談

した。

教育訓練棟は，主に120名収容可能な講義室と約

30名の実習が可能な 2つのRI取扱実習室を備えて

いる。これらの施設は，本センター主催の各種講習

会の他，各部局がそれぞれ独自の履修計画のもとで

行っている実習に対しても共同利用に供することに

なっている。また，全学の新規則及びX線取扱登録

者に対する教育訓練を新しいプログラムのもとで行

う計画が進んでいる。

（放射性同位元素総合センター）

遺伝子実験施設・遺伝子改変動物（マウス）飼育室の共同利用開始

当施設では，遺伝子改変マウス （トランスジェニックマウス，遺伝子ノックアウトマウス）用動物飼育室の

共同利用を開始いたしました。

共同利用をご希望の方は下記の要領で当施設事務室 （内線19-4181）までお申し込みください。

記

場 所：遺伝子実験施設地下 1階遺伝子改変動物 （マウス）飼育室

利用資格：本学の教官を責任者とする研究グループ（あらかじめ，組換えDNA実験とこれに準ずる実験の計

画申請を行って許可されている必要があります。飼育場所の変更などについてはご相談ください。）

物理的封じ込めレベル： P2

飼育環境：コンベンショナル （隔離飼育器使用）

ケージ等の洗浄， 一般的な飼料の用意は施設でいたしますが，ケージの滅菌，交換など動物の世話

は利用規定にしたがった形で利用者にお願いします。感染実験 （ウイルスベクターによる遺伝子導

入を含む）は他の利用者に影響を与える恐れがありますので，禁止いたします。

共同利用可能飼育区画数 ：12区画 (1区画あたり 12ないし14ケージ収容可能， l系統のマウスの維持が可能）

利用期間：原則として 6カ月単位（現在すぐに利用可能です）

費用負担：光熱水料，洗浄経費などを規定にしたがってご負担願います。

希望者多数の場合は話し合いなどで調整させていただくこともあります。

詳細については，遺伝子実験施設事務室（内線19-4181）にお問い合わせください。

（遺伝子実験施設）
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【日誌 1997制月 1日～g月30日】
9月2日 発明審議委員会

9日 京都大学主任研修 (12日まで）

16日 評議会

イシ 大学院審議会

イ？ 保健衛生委員会

17日 国際交流委員会

藤井 皐 大学院工学研究科教授

大学院工学研究科教授 勝

井皐先生は， 9月13日逝去

された。享年61。

先生は，昭和35年，京都大

学工学部を卒．業され，同大学

院工学研究科修士課程修了後，

京都大学工学部助手，神戸大

学講師および助教授を経て，同62年，京都大学教授

に就任された。

先生は，コンクリート工学，土木材料学に関する

分野で卓越した研究業績を残され，その発展に寄与

された。特に，斜張橋をはじめとするプレストレス

トコンクリート構造について，実験・解析的な研究

をもとに多数の独創的かっ先駆的な発表を行い，斯

曾田雄次 名誉教授

本学名誉教授 曾田雄次先

生は， 9月17日逝去された。

享年81。
先生は，昭和15年京都帝国

大学文学部史学科を卒業，同

大学文学部副手，龍谷大学予

科講師，神戸経済大学（現神

戸大学）予科講師，同予科教授，神戸大学文理学部

助教授，京都大学人文科学研究所助教授を経て，同

39年同教授に就任，西洋文化研究部門を担当された。

同54年停年により退官され，名誉教授の称号を受け

られた。

先生は，西洋文化とりわけルネサンス期イタリア

文化の研究に力を注がれ 『ルネサンスの美術と社

会J，『ミケランジエロJ，『近代世界の胎動』などの
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19日 スウェーデン王国 スウェーデン王立科

学アカデミ－ Kerstin Fredga教授他3

名来学，総長及び関係教官と懇談

，， 同和 ・人権問題委員会

24日 学位授与式

30日 評議会

界に大きな影響を与えられた。主な著書に，『最新

土木材料J，『フ。レストレストコンクリート構造学l
『最新コンクリート工学jなどがある。学部および

大学院においては学生の研究・教育指導にも熱心に

取り組まれ，各界に幾多の有為の人材を送り出され

た。

また先生は，文部省学術審議会専門委員をはじめ，

土木学会，日本材料学会をはじめとする各種学協会，

建設省．運輸省，地方公共団体，各種公団の専門委

員会委員長を多数歴任し，コンクリート構造物の設

計，施工および維持管理に対して顕著な成果を挙げ

られた。

ここに謹んで、哀悼の意を表します。

（大学院工学研究科）

すぐれた業績をのこされた。研究所においては，主

として中 ・近世史の西洋 日本および中国を対象と

した，比較史的アプローチを核とする共同研究を推

進され，それらの成果を『封建社会と共同体J，『封
建国家の権力構造J，『異端運動の研究J，『知識人層

と社会』として公刊された。また，ピルマでの捕虜

体験にもとづいた『アーロン収容所』を刊行され，

この書はわが国の言論界におおきな衝撃を与えた。

先生はその後も旺盛に評論活動に従事されて，『日

本文化の条件J，『敗者の条件』，『ヨーロッパ ・ヒュ

ーマニズムの限界』，『日本人の意識構造j，『事実と

幻想Jなど数多くのすぐれた作品をのこされてい

る。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（人文科学研究所）
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蜂屋 慶名誉教授

本学名誉教授蜂屋 慶先

生は， 9月18日逝去された。

享年77。

先生は，昭和16年京都帝国

大学文学部を卒業，同大学大

学院で学ばれた後，大阪市立

大学講師，助教授，教授，および奈良女子大学教授

を経て，同50年京都大学教育学部教授に就任，教育

学講座，そして教育人間学講座を担任された。同58

年停年により退官され，平成元年京都大学名誉教授

の称号を受けられた。この間 昭和52年4月から同

55年3月まで，教育学部長として，大学の管理運営

に貢献された。

本学退官後は，昭和58年4月から平成4年4月ま

で，光華女子大学・光肇女子短期大学学長を務めら

得丸英勝 名誉教授

本学名誉教授 得丸英勝先

生は， 10月 9日逝去された。

享年70。

先生は，昭和25年京都大学

工学部応用物理学科を卒業，

同大学工学部助手，講師，助

教授を経て同37年教授に就任，非線形力学講座を担

任された。平成3年3月停年により退官され，京都

大学名誉教授の称号を受けられた。この間，昭和62

年4月から平成元年 3月まで京都大学評議員，また

平成元年4月から同 3年3月まで工学部長として，

大学の管理運営に貢献された。

本学退官後は，平成 3年4月より立命館大学理工

学部教授に就任され，この間，同 6年4月より同 8
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れた。

先生は教育学・教育人間学，なかでも生活指導に

おける集団指導の原理の研究において，優れた研究

業績を残されるとともに，教育における超越の必要

性について教育人間学の新しい可能性を聞かれた。

主な著作に『子どもらが道徳を創るJ『生活指導に

おける集団指導の基礎理論J等がある。

また関西教育学会会長，日本教育方法学会理事等

の要職を歴任された。これら一連の研究活動，学会

活動により，平成 5年11月には，勲二等瑞宝章を受

けられた。

ここに謹んで、哀悼の意を表します。

（教育学部）

年3月まで同大学理工学部長を務められた。

先生は防振ゴム，非線形振動論，制御系の設計理

論，不規則信号のスペクトル推定，および機械シス

テムの異常診断に関する研究において優れた研究業

績を残され，その発展に寄与されるとともに，シス

テム科学の分野において多大の貢献をされた。

また，システム制御情報学会，計測自動制御学会，

日本機械学会などにおいて，それぞれ会長，副会長，

理事等の要職を歴任された。

ここに，謹んで、哀悼の意を表します。

（大学院工学研究科）
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【京都大学の百年（第27回） j 

創立期京大の「大学自治」

創立百周年を迎えた京都大学には，現在でも「自

由」「反権力」というイメージが強いが，特に戦前

には津柳事件 (1913年）や瀧川事件 (1933年）で知

られるように，「大学自治の総本山j的な位置づけ

が与えられていたといえる。東大をはじめ他大学で

は見られないこのような京大の特徴は，いったい何

に由来しているのだろうか，創立期までさかのぼっ

てその手がかりとなるものを探してみたい。

創立期京大における「自由Jのイメージ形成に関

して，まず想起されるのは初代総長に就任した木下

康次である。木下は，受講科目の選択の自由を広く

認める通則を制定するなど，学生の自発性を重視す

る方針をとったことで知られている。これは，東大

にはない京大独自の方針であり，当時から京大＝

「自由jという印象を学生や世間に与えたと考えら

れる（もっとも，このような「自由」さがもたらし

た必然的な結果というべきか，第 1期の入学生では

当時就学年限だった 3年では卒業できなかった者が

続出したいだが，上記の木下の方針は，学生の教

育に関するそれであり，いわゆる大学自治とは少し

レベルの異なる話かと思われる。

『京都大学百年史Jの編集に際して集められた史

料のなかに，創立期京大の「大学自治」に関して重

要な文書も何点か発見されたO 例えば，京大の創立

から 5年後の1902年，木下総長宛に 2通の意見書が

提出されている。まず7月14日付の意見書は，法科

大学（現在の法学部）の教授5人からのもので，内

容は厳しい総長批判である。大学の主義方針に関し

て「誇大jな言動を行うな，とか中央政府との連絡

をもっと密にしろ，など10項目記されているが，そ

のうち最後の項目は「従来教授職員ノ選任情実ニ流

レ老朽無能ノ人物ヲ収容セルノ評アlレコト」とあり

「教授ノ選任及講師ノ嘱託ハ必ス各分科大学教授会

ノ議決ヲ経可ク総長若クハ学長ニ於テ専決スルコト

ナキヲ期ス可シ」とされていた。続いて 9月に提出

された 2通目の意見書は，理工科大学（現在の工学

部と理学部）の教授 5人から出されており，そこで

は「方今欧米ニ於ケル学術上ノ進歩著大ナレハ学事

上諸般ノ経営モ年々新想ヲ顕出スルコト少ナカラス

故ニ学務ヲ統理スヘキ分科大学長ハ一人ニシテ長時
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ニ持続スルハ進路ヲ過マルノ虞アリ」という理由で

官選制だ、った分科大学長（現在の学部長）を当該分

科大学の教授で互選するべし，と説かれていた。

ところで，戦前期の東大や京大といった帝国大学

における大学自治関係の事件の争点は，非常に荒っ

ぽくいえば，大学教授の研究・言論の自由と，これ

と密接に係わる教授の身分をどのように保障するか

という問題，および総長や分科大学長といった管理

者の選任に際して学内の意向をいかに反映させるか

という問題とに集約することができょう 。前者の問

題は，教授の任免は教授会の意思を尊重するという

慣行が成立し， j畢柳事件において文部省がこの慣行

を公認するという形で一応解決するが，ではこの慣

行がいつごろから始まったのかというのは実はよく

分かつていない。また，後者の問題については，総

長や分科大学長の互選制が導入されるようになる

が，総長互選制が正式に開始された時期ははっきり

している （例えば京大では1919年5月に初めての選

挙が実施されている）のに比べ，分科大学長の互選

はいつ始ま ったのか，やはり明らかではない。

1902年の 2通の意見書は，これら未解決の課題に

ヒントを与えてくれている。意見書から， 1902年の

京大では，教授会による教授の任免も分科大学長の

互選も行われていなかったこと，しかし創立してわ

ずか5年という時期に早くも内部からこれらの実現

を求める声が上がっていたことが分かる。そして，

こういった声が，大学自治の主唱者のようにいわれ

ている法科大学（法学部）だけでなく理科系の研究

者からも出ていること，さらに総長批判の文脈のな

かで要求される場合もあったということも重要だろ

う。すなわち，創立期京大の「大学自治」とは，一

人の総長や， 一部の先覚的な人物がリードして取り

入れられたというものではなく，大学内外での様々

な批判やせめぎ合いのなかから少しずつ形作られて

いったものと見るべきではないかと考えられるので

ある。

戦前期の「大学自治」研究は，今後まだまだ深め

られるべきであるといえよう。

本連載は今回で終了します。本連載の執筆は司第19固までは

記名の百年史編集委員会委員が，第20回以降は百年史編集史料
室の西山伸助手力f担当しました。

（百年史編集史料室）
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に「財政構造改革の推進について」が閣議決定され，

公務員の人件費を極力抑制する方針であることも十

分に承知しているところであり，各大学においては，

過去数次にわたる厳しい定員削減の中で行政経費の

節減・抑制について不断の努力を重ねており，加え

て今年度から第 9次定員削減が実施され，さらに来

年度からは事務組織の見直しによる事務職員定員の

合理化減が求められていることから，なお一層の厳

しい自助努力を重ねているところであります。

現在，国立大学においては，高等教育及び学術研

究の高度化の積極的推進が最重要課題とされてお

り，これが国民的期待でもあると考えます。また，

平成 7年ll月15日公布 ・施行された「科学技術基本

法」では，国は，研究者等の職務がその重要性にふ

〔お断り〕

前号（No.517, p312～315）に掲載しました「各国

立大学協会の要望書」の要望先は以下のとおりでした。

0国立大学の施設の整備・改善について

要望先 文部大臣，高等教育局長及び文教施設部

長

O国立大学教官等の待遇改善に関する要望書

要望先 人事院総裁，文部大臣及び大蔵省主計局

〔公開講座 】
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さわしい魅力あるものとなるよう，研究者等の適切

な処遇の確保に必要な施策を講ずるものとしている

ところであります。しかしながら，国立大学におけ

る教育研究環境としての研究費，施設設備，教職員

の給与についてはなお改善が必要な状況にあり，上

記の課題に積極的に取り組むためには，大学教職員

の適切な処遇を確保することが必要不可欠でありま

す。このことがひいては優秀な人材を確保し，将来

にわたる我が国の高等教育及び学術研究の進展に寄

与するものと確信いたします。

上記の理由により，国立大学協会は，人事院勧告

が，早期完全実施されることを強く要望する次第で

あります。

給与課長等

0 「大学の教員等の任期制に関する法律」の施行に

関連する要望書

要望先文部省大臣官房長，高等教育局長，大臣

官房審議官及び人事課長等

0国立大学附属図書館の整備充実に関する要望

要望先文部省学術国際局長，大臣官房審議官及

ぴ学術情報課長

人文科学研究所
開所68周年記念公開講演会

人文科学研究所では，来る11月6日の木曜日に，「京都大学人文科学研究所開所68周年記念公開講演会jを，

下記のとおり開催します。

記

1. 日 時平成9年11月6日 （木）午後 l時～5時

2.会 場京都大学人文科学研究所二階大会議室

（市バス東一条下車）

3.演題及び講師 中世ヴェネツイアにおける市民の「家」一都市国家理解に向けて一 高田京比子

1930年代の日本とジェントルマン資本主義綿業通商摩擦問題を中心に 龍谷直人

『大乗起信論』批判一阿梨耶識は如来戴にあらず一 荒牧典俊

4.受講料無料

5.問い合わせ 干606-01 京都市左京区吉田牛ノ宮町

京都大学人文科学研究所庶務掛 ft (075) 753-6902 
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第 2回大学院人間・環境学研究科公開講座
「地中・水中から見た自然と人とのかかわり」

本研究科では，来る11月12日（水） . 11月13日 （木）の 2日間，広く 一般市民の方を対象とする第2回京都

大学大学院人間 ・環境学研究科公開講座「地中・水中から見た自然と人とのかかわり」を下記のとおり開催し

ます。

記

11月12日（水）

自然界における動物性廃物のゆくえ

古代都城の生活と環境一近年の環境考古学の成果から－

11月13日 （木）

両生類はいま一水と陸との接点での環境の問題

琵琶湖の生きものたちとその現状

．時 間午後 1時30分～4時50分

4砂場 所京都大学大学院人間 ・環境学研究科地階大講義室

・受講資格特に間いません

．受講料 5,400円（消費税を含む）

・定 員 100名 （先着順）

相良直彦教授

松井章助教授（併任）
（奈良岡立文化財研究所）

松井正文助 教 授

中井克樹学芸技師
（滋賀県立琵琶湖博物館）

．申込方法往復はがきにて，住所・氏名 ・電話番号を記入（返信用には郵送先の宛名を記入）し，

お申し込みください。

先着順により，受講通知をしますので，所定の期日までに受講料を払込みください0

・申込締切日 平成 9年10月31日（金）

問い合わせ及び申込先 干606-01 京都市左京区吉田二本松町

京都大学大学院人間・環境学研究科「公開講座担当J宛

電話 075-753 6527 

FAX 075-753-2957 
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0平成9年総合博物館秋季企画展（終了報告）

平成 9年秋季企画展が， 9月27日 （土） 終了した。展示期間中の，入館者数は次のとおり である。

入 館 者 数

期間 展 刀之 の 名 材、

一 般 学 生 職 員 特別観覧 計

9/16 企画展「キヨッソーネ没後100年展j
人 人 人 人 人

常設展「日本古代文化の展開と東アジアj 113 52 61 25 251 

9/27 常設展「日本の古文書J

（特別観覧とは学術研究，視察その他博物館運営研究及び施設見学等である。）

（総合博物館）

【お知らせ 】

自E 楽 鑑 賞 ム一
A

課外教養行事の一環として，日本の伝統芸能の能楽鑑賞会を下記のとおり企画しました。本学学生・教職員

各位におかれては，是非この機会に狂言と能楽を堪能して ください。来場をお待ちしております。

記

ム一品

日 時 平 成9年12月9日 （火）

午後6時00分開場 6時30分開演

（開演後の入場はご遠慮、願います。）

8時30分終演予定

京都観世会館

京都市左京区岡崎円勝寺町44 ft771-6114 

（東山仁王門を東へ約300メートル）
ち どり

「千鳥j茂山千之丞

茂山千作 他
あだちがはら

「安達原J片山九郎右衛門

場

演目狂言

能楽

中村瀬三郎 他

入場無料

備 考：学生証又は職員証等を持参してください。

定員は550名先着順とします。

（学生部）
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